
■
目
目
日
■
――
日
日
田
目
――
］
師
蹴塾
！
舟

両
幡
の
天
下
り
ま
す

誕
生
寺
　
　
　
機
の合
歳
隷
ち
は

〒
７
０
９

１

３
６
０
２

岡

山

県

久

米

郡

久

米

南

町

里

方

８
０
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
８
６
７
）
２
８

１

２
１
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
６
７
）
２
８

１

２
１
６
２

法

の
師

の
あ

と

法
然
上
人

『誕
生
の
地
』
に
熊
谷
入

道
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
。
今
か
ら

約
九
百
年

の
音
、
長
承

二
年

（
一

一
三
三
）
四
月
七
日
美
作
の
豪
族

漆
間
時
国
公
の
長
子
と
し
て
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
。
法
然
上
人
の
御
両
親

の
御
廟
等
が
あ
る
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時
３０
分

口
園
園
剛
円
回
闇
回
□

□
□
国
国
固
□
日
‐‐
‐‐
旧
日
回
‐‐
‐‐
‐‐□
【御
詠
歌
】

勝
尾
寺
一
高
賄
杵
里

〒
５
６
２

１

８
５
０
８

大
阪
府
箕
面
市
勝
尾
寺

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
７
２
）
７
２
１

１

７
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
７
２
）
７
２
２

１

６
６
６
５

柴

の
声

に

あ
け
く
薇
か
か
る

白
雲
を

い
つ
紫

の
色

に
見
な
さ
ん

勝
尾
寺
は
西
国
二
十
三
番
の
観
音
霊

場
で
も
あ
る
。
多
宝
塔
か
ら
少
し
北

東
に
登
る
と
三
階
堂
が
あ
る
。
法
然

上
人
が
讃
岐
よ
り
の
御
帰
途
、
当
寺

第
四
代
座
主
証
如
上
人
の
こ
遺
徳
を

偲
び
四
年
間
留
錫
。
こ
の
山
で
善
導

大
師
と
夢
定
御
会
見
さ
れ
た
専
修
念

仏
の
道
場
で
あ
る
。

●
拝
観
時
間
／
８
時
～
１７
時
（平
日
に
限
う

口
囲
囲
剛
日
図
固
回
圃

□□
国
囲
間□
目
‐‐
‐‐‐・‐因
刑
‐‐‐‐
‐‐
国
【御
詠
歌】

営
麻
寺
由犬
」隔
¨

〒
６
３
９

１

０
２
７
６

奈
良
県
葛
城
市
営
麻
１
２
６
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
４
５
）
４
８

１

２
０
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
４
５
）
４
８

１

６
６
６
８

阿
弥
陀
仏
と

申
す
ば
か
り
を

勤
め
に
て

浄

上

の
荘

厳

几

る
ぞ
嬉

し
き

天
平
の
音
、
中
将
姫
が
蓮
糸
で
織
っ

た
と
伝
わ
る
浄
土
曼
陀
羅
で
名
高
く
、

法
然
上
人
が
こ
の
曼
陀
羅
を
拝
し
称

名
念
仏
を
修
せ
ら
れ
た
霊
場
。

□□
同
国
闇□
目
‐‐
‐‐‐・＋．‐固
旧
‐‐‐‐
‐‐
］
【御
詠歌】

〒
７
６
１

１

８
０
７
８

香

川

県

高

松

市

仏

生

山

町

甲

３

２

１

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
８
７
）
８
８
９

１

０
４
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
７
）
８
８
９

１

０
６
８
８

お
ぼ
つ
か
な
　
詐
か
言
ひ
け
ん

小
松
と
は

雲
を
さ
さ
ふ
る
　
高
松
の
枝

建
永
二
年

（
一
二
〇
七
）
法
然
上
人

七
十
五
歳
の
時
、
お
弟
子
の
罪
の
責

任
を
負
う
て
流
罪
の
身
と
な
り
、
讃

岐
の
生
福
寺
に
留
め
ら
れ
た
。
そ
の

旧
跡
を
、
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）

移
転
再
興
さ
れ
仏
生
山
来
迎
院
法
然

寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

口
囲
□
剛
剛
回
固
回
□

回国
国
囚
同国
目
‐‐
‐‐‐，‐因
胴
‐‐‐‐
‐‐
］
【御
詠歌
】

〒

５

４

３

１

０

０

５

１

大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
６
）
６
７
７
１

１

０
０
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
６
）
６
７
７
３

１

４
９
２
１

十
四
天
王
寺

阿
答弥
仏陀

:≡ 堂
阿
弥
陀
仏
と
　
ｏ
は
西
に

空
呼
の
　
も
ぬ
け
呆
て
た
る

声
ぞ
涼
し
き

聖
徳
太
子
創
建
に
よ
る
我
国
最
古
の

仏
法
霊
場
。
法
然
上
人
は
五
十

一
歳

の
時
詣
で
ら
れ
て
、
お
念
仏
を
唱
え

て
日
想
観
を
修
せ
ら
れ
た
。

●
拝
観
時
間
／

４
月
～
９
月
　
８
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

１０
月
～
３
月
　
８
時
３０
分
～
１６
時

国□国□国国国‐‐
‐‐日関冊日‐‐‐‐□
【御
詠
歌】

〒
６
３
４

１

０
０
２
２

奈
良
県
橿
原
市
南
浦
町
９
０
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
４
４
）
２
２

１

３
７
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
４
４
）
２
２

１

８
８
６
５

法
然
寺

極
楽

へ
　

つ
と
め
て
早
く

山
で
立
た
ば

身

の
終
り
に
は

参
り
着
き
な
ん

法
然
上
人
が
鰤
久

一年
の
春
、
高
断

山
に
参
詣
の
ｈ
、
Ψ
徳
太
子
誕
生
の

橘
寺
に
す
宙
‐，
相
、
そ
の
帰
途
錫
を

留
め
て
本、‐
人
イ‐
―――‐‐
イ‐
，。
さ
れ
た
。

●
＝
徹
――――
――――
　
り
出
～
陥
時
３０
分

田
Ⅲ
Ⅲ
胴
―
‐‐‐
―
四
回
圃

r r     ぃT_し …ヽ…1・  ^― ｀



tl~…
|□

ノ tl 
……日1分  Д“`V′

 ノ|( り

播
磨
高
砂

十
輪
寺

〒

６

７

６

１

０

０

５

１

兵
庫
県
高
砂
市
高
砂
町
横
町
１
０
７
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
９
）４
４
２
１
０
２
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
９
）４
４
２
１
７
４
０
０

【岬
詠
歌
】

う
よ
オー
て
は

ま
ず

お
も

い
出
ん

ふ
る
さ
Ｌ
に

ち
ぎ
′，
Ｌ
友

の

ポ
き
ま

こ
と
を

，ノ
、然
―
人
配
流
の
途
中
、
こ
の
港
に

ウ
寄

ら
相
漁
人
の
八
田
治
部
太
夫
の

ィ
メ
帰
イ‐
始
め
、
数
多
く
の
人
を
化

添
ハ
ね
ノ
‐処
ぃ

●
＝
彼
――――
―――１
／
８
時
～
‐６
時

拝
観
の
折
り
の
予
約
　
団
体
〔
）
個
人
　
一

山
出
―――
＝

品
仲
駅
か
‐＞
―′
―
■
８
分

`さ

寺

一□
一
口
聞一
目
‐‐
‐‐‐〓‐因
胴
日日日□
【御
詠歌】

〒
５
４
３

１

０
０
６
２

大

阪

市

天
王
寺

区
逢

阪

二
丁

目

８

１

６
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
６
）
６
７
７
１

１

０
４
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
６
）
６
７
７
４

１

２
５
７
８

阿
弥
陀

仏

と

い
ふ
ょ
り

ほ

か

は

津

の
回

の
　

な

に

は

の

こ
と

も

あ

し
か
り

ぬ

べ

し

法
然
上
人
は
文
治
元
年

（
一
一
八
五
）

の
春
、
四
天
王
寺
の
別
当
で
あ
っ
た

慈
鎮
和
尚
の
招
き
に
よ
っ
て
、
四
天

王
寺
の
西
の
間
近
く
に
草
庵
を
結
び
、

美
し
く
輝
く
太
陽
が
西
に
沈
む
す
が

た
に
、
西
方
浄
土
を
し
の
ば
れ
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

目
□
閣
園
日
圏
同
幽

□国
国
国
回国
目
‐‐
‐‐‐・‐因
冊
‐‐‐‐
‐‐
国
【御
詠
歌】

東
大
寺
指
図
堂

〒

６

３

０

１

８

２

１

１

奈
良
市
雑
司
町
大
仏
殿
西
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
４
２
）２
２
１
５
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
４
２
）２
２
１
０
８
０
８

さ

へ
ら
薇
ぬ
　
光
も
あ
る
を

お
し
な
べ

て

隔

て
顔
な
る
　
朝
霞
か
な

法
然
上
人
絵
伝
に
は
、

「浄
土
信
仰

に
共
感
さ
れ
た
東
大
寺
造
営
勧
進
職

の
重
源
上
人
の
招
き
に
よ
り
、
法
然

上
人
は
再
建
途
上
の
同
寺
で
、
善
導

大
師
像
を
前
に
浄
土
三
部
経
を
講
じ

ら
れ
た
。
」
と
あ
る
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時
３０
分

‐
拝
‐
四
旧
剛
日
図
目
円
圃

□
□
目
凹
閤
目
目
‐‐
旧
□
日
旧
旧
問
‐‐
］
【御
詠
歌
】

如
来
院

〒

６

６

０

１

０

８

６

７

兵
庫
県
尼
崎
市
寺
町
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
６
）
６
４
１
１
１
３
７
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
６
）６
４
１
１
１
５
９
０
９

身

と

口
と

　

む
の
ほ
か

の

弥
陀
な
薇
ば

わ
叔
を

は
な
薇

て

唱
え

こ
そ
す
薇

法
然
上
人
配
流
の
身
と
な
り
、
そ
の

途
中
、
尼
崎
の
神
崎
に
お
着
き
に
な

る
と
、
遊
女
た
ち
が
そ
の
罪
の
深
さ

を
嘆
き
、
救
い
を
求
め
て
き
た
。
上

人
は
ひ
た
す
ら
お
念
仏
の
み
教
え
を

説
か
れ
て
、
多
数
の
遊
女
を
化
益
さ

れ
た
処
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１７
時

口
囲
四

Ｍ
闇
圏

同
Ш

■
阪
神
尼
崎
か
ら
西
へ

７００
ｍ

■
名
神
尼
崎
ｉ
Ｃ
南

へ
３
ｋｌｌ‐

紀
伊

報
恩
講
寺

〒
６
４
０

１

０
１
０
１

和

歌

山

市

大

川

１
１
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
７
３
４
）
５
９

１

０
１
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
３
４
）
５
９

１

０
１
８
５

【御
詠
歌
】

極
楽
も
　
か
く
や
あ
る
ら
ん

（あ
ら
ま
し
）

あ
ら
楽
し

は
や
ま

い
ら
ば
や

南
無
阿
弥
陀
仏

承
元
元
年

（
一
二
〇
七
）
法
然
上
人

は
そ
の
罪
を
ゆ
る
さ
れ
て
京
へ
帰
る

際
、
海
上
が
荒
れ
て
油
生
浜
に
漂
着

さ
れ
た
。
こ
の
時
多
く
の
村
人
が
こ

化
益
を
蒙
り
帰
依
さ
れ
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１７
時

確
特
…
っじ）懲
』鵡
≠
旨

ＦＴＡＥ数ｏｏ５５９９６６｝２２２８‐１６２９７６８２０　　　　輝量矩神開（妊科甍行り時舞はい

に
参
籠
さ
れ
た
。
念
仏
す
る
上
人
の

前
に
大
き
な
日
輪
が
現
わ
れ
、
金
色

の
弥
陀
の
名
号
が
書
か
れ
て
い
た
こ

と
に
大
変
喜
ば
れ
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時
３０
分

口
囲
□
剛
円
回
目
回
圃



国固
□
日
□回
目
‐‐
‐‐‐一‐困
剛
‐‐‐‐
‐‐
□
【御
詠
歌】

清
水
寺
阿
弥
陀
堂

〒
６
０
５

１

０
８
６
２

京

都

市

東

山

区

清

水

一
丁

目

清

水

寺

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
５
）
５
５
１

１

１
２
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
５
）
５
５
１

１

１
２
８
７

阿
弥
陀
仏
と
　
十
声

唱
え

て

ま
ど
ろ
ま

ん
　
長
き

眠
り

と

な
り
も

こ
そ
す
薇

こ
の
阿
弥
陀
堂
内
に
は
法
然
上
人
像

が
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法

然
上
人
が
、
文
治
四
年
五
月
、
こ
の

御
堂
で
我
が
国
初
め
て
の
常
行
念
仏

を
修
せ
ら
れ
た
こ
と
に
由
緒
す
る
。

※
現
在
阿
弥
陀
堂
は
解
体
修
理
中
（平
成
二
十
七
年

三
月
完
成
予
定
。
）
本
堂
に
て
法
然
上
人
尊
像
は

参
拝
可
能
。
団
体
参
拝
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

口
園
囲
剛
円
回
目
回
□

“た
ず
れ
て

r

に鱒
親
　
　
獅
〕「蠅
ゴ

蝉
轟
」疇兌
神既
又
鰤
蝉
匁

と
言
う
。
法
然
上
人
は
寂
境
の
こ
の

地
を
慕
わ
れ
再
興
さ
れ
、
常
行
念
仏

堂
と
し
て
多
く
の
弟
子
達
を
集
め
教

化
し
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時
３０
分

■
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
嵐
山
駅
か
ら
徒
歩
１５
分

■
京
福
嵐
山
駅
か
ら
徒
歩
２０
分

■
観
光
バ
ス
は
釈
迦
堂
附
近
の
Ｐ
ヘ

駐
車

徒
歩
１０
分

京
都

〒

６

０

５

１

０

９

２

７

京
都
市
東
山
区
渋
谷
通
束
人
路
束
人
卜
馬
町
５
５
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
５
）５
４
１
１
８
３
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
５
）５
４
１
１
８
３
８
７

【御
詠
歌
】

十
歳
ふ
る
　
小
松
の
も
と
を

住
み
か
に
て

無

量
寿

仏

の
　

４

へ
を

ぞ
待

つ

信
仰
の
厚
い
平
重
盛
の
念
仏
行
道
の

道
場
だ
っ
た
場
所
が
、
九
条
関
自
兼

実
公
の
山
荘
と
な
り
、
月
輪
御
殿
造

営
の
時
こ
の
地
に

一
寺
を
建
立
し
、

法
然
上
人
を
招
い
た
。

●
拝
観
時
間
／
８
時
～
１７
時

口
囲
囲
剛
円
回
闇
回
□

■
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
京
阪
七
条
駅
よ
り

市
バ
ス
で
馬
町
下
車
、東
へ
徒
歩
１０
分

■
国
道
１
号
線
五
条
バ
イ
パ
ス
よ
り

渋
谷
街
道
ヘ

/Jヽ

松
谷

正
林
寺

回□
Ⅲ
Ⅲ
圃国
目
日
Ⅲ闇
日
□
囲日
回
］
【御
詠歌
】

月
輪
寺
２
のわＥ

〒
６
１
６

１

８
４
５
６

京

都

市

右

京

区

嵯

峨

清

滝

月

ノ
輪

町

７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
７
５
）
８
７
１

１

１
３
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
７
５
）
８
７
１

１

１
３
７
６

月
影
の
　
二
ら
ぬ
里
は

な

け

薇

ど
も

眺
む
る
人
の
　
む
に
ぞ
す
む

法
然
上
人
が
こ
の
霊
地
で
専
修
念
仏

さ
れ
、九
条
兼
実
公
は
深
く
帰
依
さ
れ

当
地
に
隠
栖
。
承
元
元
年
貧

二
〇
七
）

法
然

親
鸞
上
人
の
流
配
に
際
し
、当
寺

に
お
い
て
別
離
を
惜
し
み
、
女
口
自
の
木

像
を
刻
ん
で
形
見
と
し
た
。
二
祖
師
像

は
寺
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１５
時
３０
分

口
囲
園
剛
円
回
闇
回
□

■
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
京
都
バ
ス
「清
滝
行
」

終
点
下
車
、
徒
歩
山
路
２
ｋｍ

運
動
ぐ
つ
　
ツ
エ
を
持
参

（皮
靴
　
八
イ
ヒ
ー
ル
は
不
可
）

■
乗
用
車
の
方
は
カ
ー
ナ
ビ
に
「清
滝
」

と
入
力

（駐
車
場
は
登
山
口
に
３
台
可
）

一 ― ｀ヽ r

¬

∩
園
日
曰

|



国
□
□
目
団
問
□

k[ t i

回国
Ⅲ
Ⅲ
酬国
目
‐‐
目腑
門
旧
鵬問
‐‐
］
【御
詠
歌】

〒

６

１

６

１

８

３

７

５

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
人
龍
■
立
石
町
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
５
）８
８
１
１
５
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
５
）８
８
２
１
０
３
４
１

一
声
も
　
南
無
阿
弥
陀
仏
と

言
う
人
の
　
は
ち
す
の
上
に

上
ら
ぬ
は
な
し

三
井
寺
の
公
胤
僧
正
の
弟
子
忍
空
上

人
は
深
く
法
然
上
人
の
徳
風
を
慕
わ

れ
、
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
落
慶
供
養

の
御
帰
途
、
上
人
を
こ
の
地
に
お
迎

え
し
て
人
々
に
教
化
さ
れ
た
。

●
拝
観
時
間
／
８
時
～
１６
時

口
囲
四
剛
囲
回
目
回
固

た
だ
頼
め
　
よ
ろ
ず
の
罪
は

沐
く
と
も

わ
が
本

願

の

あ

ら

ん

限
り

は

熊
谷
次
郎
直
実
は
法
然
上
人
を
師
と

仰
い
で
出
家
し
、
念
仏
の
法
門
に
深

く
帰
依
し
た
の
で
法
然
上
人
か
ら
、

こ
自
作
の
尊
像
を
賜
り
、
そ
れ
を
奉

持
し
て
故
郷
の
埼
玉
県
熊
谷
に
下
向

し
た
が
、
再
び
こ
の
地
に
奉
安
し
た
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

日
圏
四
剛
四
図
旧
口
圃

二十五霊場巡拝を成満された方ヘ
「成満之証」を授与致します。

※冥加料  2,000円

證

殿

平
成
　
年

　
月
　
日

籠
漱舞
骸
磐
翠

法然上人三十五霊場会事務局
〒6050062京 都市東山区林下町400知 恩院内
TEL(075)531-2111[イt表]F∧×(075)531-0099

http://www.25「 eijo.ip/
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国国□固皿
圃
国
‐‐
‐‐
‐・‐凹
団
目
‐‐
‐‐
国
【御
詠
歌
】

粟
生
光
明
寺

〒
６
１
７

１

０
８
１
１

京

都

膚

長

岡

，―で
市

票

生

西

条

ノ
内

２
６

１

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

一
〇
７
５

９
５
５

１

０
０
０
２

Ｆ

Ａ

Ｘ

一
〇

７

５

・
９

５

３

１

２

２

６

４

露

の
身

は
　

こ
こ
か
し

」ヽ
に
て

消

え
ぬ
と
も

せ
は
同
じ
　
花

の
う

て
な
ぞ

法
然
上
人
が
承
安
五
年

（〓
七
五
）
叡

山
を
後
に
し
、
先
ず
最
初
に
お
念
仏
の

教
え
を
説
か
れ
た
の
が
こ
の
西
山
広

谷
の
里
で
あ
る
。そ
の
後
、
熊
谷
蓮
生

が
上
人
の
跡
を
慕
っ
て
草
庵
を
結
ん
だ

の
が
始
ま
り
。西
山
浄
土
宗
の
総
本
山

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

拝
観
の
折
り
の
予
約
　
一団
体
ぬ
望
個
人

■
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅

阪
急
長
岡
天
神
駅

か
ら
バ
ス
に
て
「旭
が
丘
ホ
ー
ム
前
」

下
車

■
マ
イ
カ
ー
で
の
こ
来
山
は
こ
遠
慮

く
だ
さ
い
。

□
固
□
日
園
国
目
‐一‐国
剛
Ｍ
幽
旧
門
‐‐］
【御
詠
歌
】

誓
願
寺

〒
６
０
４

１

８
０
３
５

京

都

市

中

京

区

新

京

極

桜

之

町

４
５
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
７
５
）
２
２
１

１

０
９
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
７
５
）
２
２
１

１

２
０
１
９

極
楽
は
　
は
る
け
き
は
ど
と

聞

き

し
か

ど

つ
と

め

て
三

る

所

な
り

け
り

南
都
法
相
宗
の
僧

・
蔵
俊
法
師
は
、

法
然
上
人
を
仰
い
で
念
仏
に
帰
依
し

て
浄
土
宗
と
な
り
、
上
人
を
中
興
開

山
と
し
た
。
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の

総
本
山

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１７
時

拝
観
の
折
り
の
予
約

■
地
下
鉄
市
役
所
前
駅
よ
り
南
へ
徒
歩
１０
分

■
阪
急
河
原
町
駅
か
ら
新
京
極
通
り
徒
歩
１０
分

■
京
阪
三
条
駅
か
ら
西
へ
徒
歩
１０
分

■
観
光
バ
ス
は
御
池
通
り
寺
町
南
側

（市
役
所
前
）に
停
車
可

詳しくは霊場各寺院、または事務局
までお問い合わせ下さい。

源
空
寺

〒

６

１

２

１

８

０

５

２

，ｉｔ
都
市
伏
見
区
瀬
戸
物
町
７
４
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
５
）６
０
１
１
２
９
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
５
）６
０
１
１
２
９
８
７

法
然
寺

t



勝
林
院

〒

６

０

１

１

１

２

４

１

京
都
市
左
京
区
大
原
勝
林
院
町
Ｔ
一年
交
代
当
番
）

実
光
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
５
）
７
４
４
１
２
５
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
５
）
７
４
４
１
２
５
３
７

宝
〓呆
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（０
７
５
）
７
４
４
１
２
４
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（０
７
５
）
７
４
４
１
２
９
１
２

【御
詠
歌
】

阿
弥
陀
仏
に
　
染
む
る
ｏ
の

色
に
出
で
ば

秋
の
梢
の
た
ぐ
い
な
ら
ま
し

文
治
二
年

（
一
一
八
六
）
の
秋
、
法
然

上
人
が
、
の
ち
の
天
台
座
主
と
な
っ
た

顕
真
法
印
に
招
か
れ
て
、
こ
の
寺
を

訪
れ
て
、
浄
土
の
宗
義
に
つ
い
て
論

議
を
重
ね
た
。
世
に
い
う

「大
原
問

答
」
の
舞
台
と
な
っ
た
寺
院
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時
３。
分

口
囲
四
剛
幽
回
目
回
□

□
国
□
回
凹
日
日
‐‐
‐‐
‐一‐困
剛
‐‐
‐‐
‐‐□
【御
詠
歌
】

く
ろ
谷
金
戒
光
明
寺

〒
６
０
６

１

８
３
３
１

京

都

市

左

京

区

黒

谷

町

１
２
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
５
）
７
７
１

１

２
２
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
５
）
７
７
１

１

０
８
３
６

池
の
水

人
の
Ｃ
に

似
た
り
け
り

濁
り
澄
む
こ
と

足ヽ
め
な
け
薇
ば

通
称

『黒
谷
さ
ん
』
と
親
し
ま
れ
て

い
る
寺
院
。
承
安
五
年
春
、
法
然
上

人
が
専
修
念
仏
を
勧
め
る
為
、
国
山

を
下
り
、
こ
の
岡
で
休
息
し
、
念
仏

さ
れ
た
折
、
紫
雲
た
な
び
き
光
明
輝

く
瑞
相
を
感
得
し
、
草
庵
を
結
ば
れ
た
。

浄
土
宗
の
大
本
山
。

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

日
翻
閣
園
闇
圏
同
Ш

■
京
都
駅
か
鳴

――‐
バ
ス
ーー‐ｉｌ
崎
山
又
は
、

中
人
―
‐――‐
卜
中
綱
生
―，
分

■
観
光
バ
く
は
■
前
」
「
へ
沖
綿
―′
ご

山
口
油

‐‐―

‐‐―
―
＾
―サ
‐ッ
，
″

‘
―

:ピ

|マ

イ
亀
t)

ム
ど
｀

も

亀
が
き
る
た
の

い
た

りヽ
ぬ
ロ
ニ
ば

東者F市内 ・鍾交F拡大 図
勝林院

0

熙
rrir r.ril .... 

Pr.,tt rli.tI

| 
´

比叡山
●青龍寺

膚
ll,rlr,t

ダ
ウ
エ
イ

○
―

―

―
―

…

○

同国
□
回
国□
目
‐‐
‐‐‐一‐因
剛
‐‐‐‐
‐‐
］
【御
詠歌
】

知
恩
寺

〒
６
０
６

１

８
２
２
５

京

都

市

左

京

区

田

中

門

前

町

１
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
５
）
７
８
１

１

９
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
５
）
７
８
１

１

０
１
５
７

百
萬
遍

わ
薇
は
た
だ
　
仏
に
い
つ
か

奏
草
　
ｏ
の
つ
ま
に

掛
け
ぬ
日
ぞ
な
き

元
今
出
川
北
小
路

（今
の
相
国
寺
の

地
）
に
あ
っ
た
法
然
上
人
の
草
庵
を
、

弟
子
の
勢
観
房
源
智
上
人
が
知
恩
報

恩
の
為
に
建
立
し
た
。
毎
月
十
五
日

百
萬
遍
大
念
珠
繰
り
が
行
わ
れ
る
。

浄
土
宗
の
大
本
山
。

●
拝
観
時
間
／
１０
時
～
１６
時

園
剛
囲
剛
円
回
闇
回
□

合 fAの J、 るきと

西院
0

ヽr
ｔ

、

,(,    | |  | |サ  !

人   11    11
11  サ‖    :′ 11/「



祇
園
円
―
　
　
ヨ月
水
五
条

　

七
柴

「
　

１

０
・…
…

…
―

，Ｏ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ

，―
―

Ｆ
防
電
中
鴨
東
線

）
　
別
い
　
　
　
　
河
原
町
通

・
＝
卜
　

　

，
　

　

　

　

条

―――
＝
　
　
円
　

　

　

　

五

１

１

１
１

｝

…

・・・・・・・Ｑ

‥

「
‐―――
　

，１
，
て
　
地
下
鉄
鳥
丸
線

‐――‐
　
　
　
　
　
通

‐
　

　

　

　

条

円
　
　
　
　
　
五

堀
川
通

Ｐ

く

，

大
宮
通

ｔ

、

| |||||||
'|       |

|    |    |                                                      |

き
山‖|

山
大
路
通

七条通

⑬臨 堂

森0
寺

◆巡拝される方は、必ず前もつて、日時 0人数・バス (自家用車)台数・朱印帳・軸 0浄衣の数などを、

手紙か電話で、当該寺院へこ連絡して下さい。

◆昼食時の部屋借・湯茶接待及び宿泊可能寺院への宿泊等希望の方は、前もつてこ依頼の上

スケジュールを組んで下さい。

◆朱印について、二十五霊場寺院には、住職及びその家族の方が 1～ 2名 しかいない寺もありますので、

一度に多数の朱印帳 (軸)を持参された場合、そうとう時間がかかると思われます。多数の場合は、

前もつて巡拝寺院へ持参するか、月」送してこ依頼する等、事前にこ連絡お願い致します。

⑭
光
明
寺

園国
□
回
日国
Ｈ
‐‐
目隔
門
目
ＭＨ
‐‐
日
【御
詠歌】

清
浄
華
院

〒
６
０
２

１

０
８
５
２

京
都
市
Ｌ
京
区
キ
町
通
広
小
路
■
ル
北
ノ
辺
町
３
９
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
５
）
２
３
１

１

２
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
５
）
２
１
２

１

７
２
１
１

雪

の
う
ち

に
　
仏

の
み
名
を

唱
ふ
れ
ば

　

つ
も
よ
る
罪
ぞ

や
が

て
消

え
ぬ
る

清
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
慈
覚
大
師

が
創
建
さ
れ
て
以
来
、
円
密

戒

浄
の

四
宗
兼
学
の
道
場
で
あ
っ
た
が
、
後
に

後
白
河
高
倉
後
鳥
羽
の
三
天
皇
に
法

然
上
人
が
戒
を
授
け
ら
れ
た
こ
縁
に

よ
り
、
こ
の
寺
が
上
人
に
下
賜
わ
さ
れ

浄
土
宗
と
な
っ
た
。
浄
土
宗
の
大
本
山
。

●
拝
観
時
間
／
１０
時
～
１６
時

口
囲
四
Ｍ

Ｍ
圏
同
Ш

動乱により民衆が日々不安と混乱に

した。以来、八百有余年、吉水の流

である二十五霊場を巡拝し、その遺

フレットを作成し、巡拝の便に供し

(必ず各人の名前を記入しておくこと)

kLユ
_コ L」 口  羊収 て  3) ｌ

ノ

野

く

巡拝される方について



□□□□同
国
国
‐‐
‐‐
‐一‐日
剛
‐‐
‐‐
‐‐
□
【御
詠
歌
】

矢|

恩

院

〒
６
０
５

１

０
０
６
２

京
都
市
東
山
区
林
下
町
４
０
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
５
）
５
３
１

１

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
７
５
）
５
３
１

１

０
０
９
９

革
も
木
も
　
粘
枚
た
る
野
辺
に

た

だ

ひ
と
り

か
の
み
残
る
弥
陀
の
本
願

浄
土
宗
の
元
祖
法
然
上
人
に
よ

っ
て

開
創
さ
れ
た
お
念
仏
の
根
本
道
場
。

正
し
く
は

『華
頂
山
知
恩
教
院
大
谷
寺
』

と
い
い
、
全
国
七
千
余
ヶ
寺
の
浄
土
宗

の
総
本
山
。

※
平
成
二
十
四
年
よ
り

約
八
年
間
、
御
影
堂
大
修
理
工
事

●
拝
観
時
間
／
９
時
～
１６
時

目
圏
閣
囲
日
圏
同
Ш

永
観
堂
禅
林
寺

〒
６
０
６

１

８
４
４
５

京
都
市
左
京
区
永
観
堂
町
４
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０
７
５
）
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く
ぞ
身
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え
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こ
の
せ
な
が
ら
の
仏
な
り
け
り

東
大
寺
の
永
観
律
師
は
、
日
本
に
於

け
る
浄
土
門
の
先
達
と
し
て
当
山
で

し
き
り
に
念
仏
を
励
み
、
人
々
に
も

勧
め
ら
れ
た
。
後
年
律
師
の
行
徳
を

慕
い
永
観
堂
と
称
し
た
。
浄
土
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西

山
禅
林
寺
派
の
総
本
山
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は

西

に

い
ざ

な

う

秋

の
夜

の
月

比
叡
山
の
西
塔
の
別
所
黒
谷
に
あ
り
、

天
台
座
主
慈
恵
大
師
良
源
僧
正
の
創

建
と
伝
え
る
。
法
然
上
人
は
こ
の
地

で
修
行
さ
れ
た
。

‐
拝
‐
四
関
園

日
圏
同
闇

■
京
阪
三
条
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
に
て

比
叡
山
根
本
中
堂
下
車
徒
歩
約
３０
分

福井県
・
■ :鳥取県

岡山県

誕生寺●
|

i勝尾寺

０
怖

||ヽ

岐阜県

10 ・ .

|  |,l,tlrrrr′

′じのJ、 るきと

01



か
　
Ｌ

加
誼

ほ

う

　
に
　
だ

い
　

し

法
爾
大
師

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六
日
、
天
皇
陛
下
よ
り
法
然
上
人
に

大
師
号

「法
爾
大
師
」
が
加
論
さ
れ
ま
し
た
。
「法
爾
」
と
は
、
「本

来
あ
る
が
ま
ま
の
理
「
自
然
の
道
理
」
を
意
味
し
、
た
だ

一
向
に

念
仏
を
お
称
え
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
お
救

い
下
さ

る
の
は
自
然
の
道
理
で
あ

っ
て
疑

い
の
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た

「法
爾
道
理
」
「法
然
道
理
」
と
も
い
い
、
法
然
上
人
の
名

前
の
由
来
と
さ
れ
る
言
葉
で
す
。

法
然
上
人
は
元
禄
十

（１
６
９
７
）
年
に

「
園
光
大
師
」
を

加
総
さ
れ
、
そ
の
後
五
百
回
忌
の
際
に
中
御
門
天
皇
か
ら

「東

―‐―リー
大
師
」
が
加
総
さ
れ
て
以
来
、
「慧
成
」
「
弘
覚
」
「慈
教
」
「
明
照
」

‐和
順
」
と
五
十
年
毎
に
大
師
号
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

で
法
然
上
人
に
と

つ
て
八
つ
目
の
大
師
号
で
す
。
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より深く

法然上人の

足跡をお知りに

なりたい方は…

朱印帳並びに朱印軸・巡拝の栞(¥800)をこ希望 D方は

二f五霊場寺院又は矢日恩院財務音6丁EL(075)531-2208ヘ

日本に仏教が伝来して六1ヨ年が経過した平安末期の頃、国の内外が混沌、

迷うとき、法然上人が出現され、お念仏の本願による救済の道を示されま

れは連綿として益々盛んに、全国津々浦々に至るまでお念仏が広まりまし

お念仏の元祖法然上人の御辛苦を偲び、御誕生から御入滅までの御遺跡lt

徳の顕彰と益々の念仏弘通、霊場御歌の奉唱の普及を願つて、ここにバン

たいと思います。
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法然上人三十五霊場に参拝しま


